総合評価落札方式（簡易型）案件概要

１　工事概要

	発注担当課
	上下水道局　水道部　営業所工務課

	工事名
	清武第９配水池改修工事

	概算工事費
	５億円

	工期
	～令和７年３月７日まで（予定）

	施工場所
	宮崎市清武町木原５８１９－１１

	工事概要
	第１号　アンカー式土留擁壁工 Ｎ＝８本

第２号　仮設配水池設置工　Ｎ＝２池

第３号　屋根改築工　Ｎ＝一式

第４号　塗装改修工　Ａ＝１，３７０㎡

第５号　電気計装設備更新工　Ｎ＝一式

	総合評価落札方式となる理由
	　清武第9 配水池は平成10 年度に築造された配水容量5,000㎥のＰＣ造配水池であり、宮崎市清武町域の約4 割、給水人口約11,000人の配水エリアを持つ重要な施設である。

工事期間中は容量1,000㎥の仮設配水池からの配水となるため、大規模漏水等に対して余裕がなく早期に工事を完了させる必要がある。また、アルミドーム工法という特殊な工法で屋根を改築するため、その特性への理解及び高い技術力が要求される。そのため施工業者には同種工事の施工実績が必須となるが、市内企業においては施工実績を有している業者が確認できないことから、県外企業も対象に総合評価落札方式（簡易型）による条件付一般競争入札を行う。


２　技術的所見を求める評価項目

	項目
	内容

	工程管理
	○仮設配水池からの配水期間を最小限にするための工程計画

	品質管理
	○アルミドームのボルト結合における品質管理

○アンカー式土留擁壁におけるアンカーの適性試験及び確認試験

	安全管理
	○高所作業及び吊り荷作業の事故防止対策

○配水池内部作業に伴う酸素欠乏症対策

	施工上の課題
	○既設配水池への影響を抑えるための施工に係る技術的所見

既設配水池はPC 造の配水池であり、屋根改修の際にPC 鋼材を損傷させないよう適切な施工及び品質管理が求められることから、PC 配水池の特性を理解した上で現場に応じた施工方法など技術的所見を求める。
○配水池の安全運用に対する所見

仮設配水池の運用期間に自然災害（台風、地震等）が発生した場合の対応と既設及び仮設配水池の設備撤去時等に起こり得る水道水汚染防止対策について所見を求める。


